２００８年１２月２日

愛しの座敷わらし　　　　　荻原　浩　　　朝日新聞出版

出世の見込みもなく家での居場所もない父。姑や夫に不満を持っている妻。父との関係も悪く、友達がいない中学生の長女。９歳の男の子。夫の死後、認知症の症状が出て来た祖母。しっくりいっていない家族が、父の仕事の都合で田舎の家に引っ越すことに…。そこにはかわいい座敷わらしがいて「座敷わらしを通じて家族が絆を取り戻していく物語」。
ハッピーエンドで、読みやすい物語です。

２００８年７月２１日

アラン島に消えた愛　　　小林昌彦　　　イースト・プレス

大学３年生の徹は、英会話サークルのリーダーだった。徹はサークルの下級生の裕子に思いを寄せていた。だが、在日朝鮮人３世の裕子は、心の奥ではわだかまりがあった。
そんな時、一人のアイルランド系アメリカ人ウイリアムと出会う。彼の先祖はアイルランド最西端の島アラン島出身だという。
裕子はイギリスに統治され差別を受けてきたアイルランド人とは共感するところがあった。
徹、裕子、ウイリアムを中心に展開される数奇な運命。
（セントパトリックデーやイギリスと対立するアイルランドの組織IRAについても少し理解が出来ました。）

2008年7月9日

ブェン・カミーノ　杖の音　　山下絢子　　発行・東京図書出版会、発売・リフレ出版
夫の定年退職後の生活パターンを真剣に話し合った上で決断したシニアライフとしてスペインでの生活に踏み切る。
「信仰」のことがよく分からなかった。聖ヤコブの遺骸が眠る聖地でキリスト教の３大巡礼地のひとつへ「巡礼の旅」をしてみれば何かつかめるかも知れないと思い立ち、著者夫妻は重いリュックサックを背負って灼熱のスペイン北部750キロを　２年がかりで聖地サンチャゴ・デ・コンポステーラにたどり着く。翌年夏、巡礼体験者だけができるアルベルゲ(巡礼者宿)のオスピタレーラ(世話係)を申し出て、２週間さまざまな巡礼者との出会いとふれあいの体験談。

タイトルの「ブエン・カミーノ」は(よい巡礼の旅を)という意味のスペイン語で、道行く巡礼者にかける言葉である。

2008年7月4日
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くちばけ),朽葉家)の伝説　　　桜庭一樹　　　東京創元社

　終戦後、「辺境の人」に置き忘れられた幼子。この子は村の若夫婦に引き取られ、長じて製鉄業で財を成した旧家赤朽葉家に望まれ輿入れし、「赤朽葉家の千里眼奥様」と呼ばれるようになる赤朽葉万葉、その娘で漫画家の毛鞠、その娘のの瞳子が支える鳥取の旧家の３代の女たちと彼女たちを取り巻く製鉄一族の姿を、高度経済成長、バブル景気を経て平成の世に至る現代史を背景に、比類ない筆致で鮮やかに描き上げた長編小説。

2008年6月18日

じゃぽん奴隷異聞　　小林昌彦　　　文芸社

　母子家庭で母と他人の田圃の手入れを手伝って暮らしていた源造が野武士にさらわれ、奴隷商人に売られ、長崎へ連行されポルトガル商人へ売却される。

そこでの奴隷の生活を皮切りに、移送の船中での出来事、知り合った女奴隷「しづ」との東南アジアでの脱走と束の間の

甘い新婚生活、悲惨な別れと、インドのゴアを経てポルトガルへの移送の船中、ポルトガルでの奴隷生活、脱走し漂流した

リスボアより北１２０ｋｍの港町、ナザレで救助された家庭での手伝いをしながら育まれたディアス家の娘マリアとの愛と結婚、生まれた子供にシズ・ジャポンと名付け、これにあやかったジャポンの名前が村のあちこちに出現した。
　

長崎が開港された1570年頃から１６１２のキリスト教禁止令発令から弾圧に至る頃、息子源造の無事を祈りクリスチャンに
なり信仰を深めていた母の「たつ」の処刑された1617年、源造がナザレで村長に選ばれた16２０年までが時代背景となっています。

日本人奴隷の存在があまり知られていない中、史実を紐解き明らかにし、主人公源造を通しての物語とした作品。

2008年５月２６日

ひとりは大切　　　本井康博

　1875年に同志社大学（前身の同志社英学校）を創立した新島襄の伝説となっている言動の真偽を検証しながら、

智徳教育の大切さを、身をもって実践した新島襄の生涯と影響を簡潔に紹介している書。

検証が目的で書かれたので仕方ないのでしょうが、私には新島襄の人物像が伝わってこなかった感がしました。

2008年3月31日

アサッテの人　　　諏訪哲史

　群像新人賞当選作であると同時に第１３７回芥川賞受賞作品であるので、この著書を読むことになった。

選考委員も激賞しているので素晴らしい作品なのでしょうが残念ながら、私には心打つものが無かった。

2008年3月3日

陪審評決　（上）・（下）　　　ジョン・グリシャム

　夫が肺ガンで死んだのは、長年の喫煙が原因だー未亡人はタバコ会社を相手どって訴訟を起こした。結果いかんでは同様の訴訟が頻発する恐れもある。かくして、原告・被告双方の陪審コンサルタントによる各陪審員へのアプローチが開始された。そんななか、選任手続きを巧にすり抜け、陪審団に入りこんだ一人の青年がいた。陪審員買収工作が水面下で進行する中、被告側タバコ産業側の陪審陪審コンサルタントのボスフィッチに近づいた一人の女性マーリーと陪審員のニコラスの行動で事態は展開してゆく。知られざる陪審制度の実態を暴く法廷サスペンスの白眉。

1996年に出版されたこの書の通り、アメリカではその後、タバコ産業は個人や州からの訴訟に大敗を続けています。

アメリカのタバコ産業の生き残りのため、主要ターゲットは日本と中国に向けられているとのことです。

アメリカは訴訟社会であり、この小説での根幹をなしているように、裁判では、民間人が評決する制度をとっています。

今、日本でも導入されようとしている20歳以上の一般の社会人から選ばれた裁判員が評決をする「裁判員制度」が来年（2009年）春から実施されることになっています。

＊2008年2月2日

路傍の石　　　　　　　　山本有三(1887年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/7%E6%9C%8827%E6%97%A5" \o "7月27日" 7月27日 - 1974年

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/1%E6%9C%8811%E6%97%A5" \o "1月11日" 1月11日）
　著者は劇作家・小説家である。本名は山本勇造。呉服商の子として、現在の栃木市に生まれる。高等小学校卒業後、父親の命で一旦東京

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%85%E8%8D%89" \o "浅草" 浅草の呉服商に奉公に出されるが一度は逃げ出して故郷に戻る。その後、母親の説得で再度東京に戻る。正則英語学校、東京中学に通い、1908年（明治41年）東京府立一中を卒業。1909年（明治42年）9月一高入学。一高を1年落第を経て卒業し、東京帝国大学独文学科に入る。在学中から「新思潮」創刊に参加し、卒業後、1920年、戯曲『生命の冠』でデビュー。真実を求めてたくましく生きる人々の姿を描いた。一高時代落第後に同級となった菊池寛・芥川龍之介らと文芸家協会を結成し、内務省の検閲を批判する一方、著作権の確立に尽力した。だが、昭和に入ると、1934年（昭和9年）に共産党との関係を疑われて一時逮捕されたり、『路傍の石』の連載中止に追い込まれるなど軍部の圧迫を受けた。その一方で近衛文麿と親交（一高留年前の学年で同級）があり、1941年（昭和16年）には帝国学士院会員に選ばれた。戦後は貴族院

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8B%85%E6%92%B0%E8%AD%B0%E5%93%A1" \o "勅撰議員" 勅撰議員に任ぜられ、国語国字問題に取り組み、「ふりがな廃止論」を展開したことで知られる。憲法の口語化運動にも熱心に取り組んだ。1947年に第1回参議院議員通常選挙では全国区1位で当選。1953年まで6年間、参議院議員をつとめて緑風会の中心人物となり、政治家としても重きをなす一方で積極的な創作活動を行った。1965年、文化勲章受章。東京都

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%B7%B9%E5%B8%82" \o "三鷹市" 三鷹市に、山本有三記念館がある。また、栃木県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E5%B8%82" \o "栃木市" 栃木市には、山本有三ふるさと記念館がある。
　この作品は、1937年頃書かれましたが明治中期の頃を描いています。

「たった一人しかいない自分を、たった一度しかない一生を、ほんとうに生かさなかったら、人間、生まれてきた甲斐が無いじゃないか。」という主人公愛川吾一の小学校時代の先生である次野先生の言葉にこの小説の趣旨が表されている。
＊2008年1月19日　

狂言物語　　　　　　　　日本古典

　狂言は南北朝のころから室町時代の始め（14世紀）に能と共に出来た演劇です。

　能も狂言も猿楽から発展した新猿楽から出たのではないかとされています。

　新猿楽の中にあった歌や舞が発展し、能となり、ものまねやせりふのほうの発展が狂言になったらしい。

　狂言には、よくでてくる太郎冠者という人物は武士の従者で、下男よりも少しましという程度の待遇です。

　太郎冠者と武士との関係は江戸時代の大名と家来のように冷たいものでなく、親密なものであったようです。

＊2008年1月12日　

東海道中膝栗毛　　　十返舎一九（1765年～1831年）

　この本が書き始められたのが江戸時代の末期享和2年（1802年）。

　東海道は、大名の参勤交代や商人・旅人などの行き交う江戸と京都・大阪方面を結ぶ大動脈であった。

　５３の宿場があり、旅館や茶店、名物の売店や名所旧跡も多かった。

　「東海道中膝栗毛」は、この道中記で、主人公が、弥次郎兵衛と北八の茶目っ気のある江戸っ子で、

　ユーモアのある読みやすさから、全国から人気を得た書物となった。

＊２００８年１月９日　
坊ちゃん　　　　　　　　夏目漱石（1867年～1916年）
　漱石は現在の新宿区喜久井町に明治になる前年に生まれる。

　東京大学英文学科時代、後に俳句や短歌の革新を遂げた正岡子規と親しくなる。

　卒業後、今の東京学芸大の先生を一年半ほど勤めたあと、明治28年（1895年）4月から
　一年間松山の中学の教員となる。
　「坊ちゃんはその10年ほどあと雑誌「ホトトギス」（明治39年4月号）に発表された。

　その後、イギリスに留学、帰国後、東大や第1高等学校の教員となる。

　明治38年「吾輩は猫である」、40年には朝日新聞社に入社し、「虞美人草」、「三四郎」など多くの名作を残す。

